


はじめに

横芝光町は、千葉県東部にあって、 南東に太平洋σ) ;，庄が洗フ九十九里

平野が広がり、北西には侵世が進んだ下総台地が横たわけ、その問を栗

山川が流れる変化に富んだ地形に恵まれ、里山と田園が広がる緑豊かで

孟暖なところである。そこには古〈からの遺跡が、 台地や平野の各所に

残されていて、 古代から人々が暮らすのに良婦な環境であったことが想

慢される。

今日、横芝光町には縄文時代の遺跡が約 20 箇所ほど確認され、 最古

は草創期から、 新し〈は晩期末まで、 それも各時期にわたって連綿ピ存

在する。一部衰退した時期もあるが、あ る時期には大きな集落が営まれ

たけ、また貝塚が形成されたリ 、 さらに縄文から弥生へと変化する学問

的に貴重な喧跡も ある。これだけひとつの町で縄文時代金体を観ること

が出来るのは、県内に おいても全国的にも希有な例であり 、町の誇るべ

き大きな財産である。

今回は町から出土した縄文土器を網羅的に提示し、この町の縄文土器

の書さを改めて知って頂きたいと思い企画した。縄文土器と言えば通常

縄文時代に作られた土器を指すが、先に も述べたように本町内には縄文

時代から弥生時代に遣ろうとする土器もあり 、 その評価も議論の余地の

あるものである。また、弥生時代でも縄文文様を付けた土器も有1)、今

回は縄文 ・ 弥生時代の枠をはずして、 縄文文様を付けた土器ということ

で「縄文土器」を展示した。あわせて御覧頂ければと思います。

はじ めに

目次

目;欠

l 草創期 1 

2 早期 1 

3 前期 11 

4 中期 一一一一一一一一一一一一13

5 横綱 一一一一一一一一一一一一34

6 晩期~弥生 一一一一一一一一一36

おわりに

この図録は、平成 29 年 1 0 月 7 日から 1 2 月 1 7 日まで、横芝光町立

図書館 2 階町民ギャラリーで開催された企画展「縄文土器 その造形と機

能美」に県草した町内出 土の土器を掲載したものである。掲載土器の大 き

さ(縮尺) は一定していな L 、。 本書の執筆、編集は社会文化課町民ギ ャラ

リー担当道淳が当った。



1 草創期

蝿文時代草創期は今から 1 万 4 千年前頃に始まったと云われ、世界でも最 も 平〈日本で

は土器作けが始まった。はじめは盆文であったが、 大第に爪売2のような文様、 砧土紐を貼

付けた陸起線文、 そして縄文をつけた土器が現われた。

町内では臨本神山谷遺跡で隆起練士土器、 城山遺跡からは表裏に縄文を付けた土器が出

土している.

1 隆起線文土器
2 表裏縄文 (多縄文)土器

2 早期

早期は今から 1 万年前から7千年前頃で 、 土器は底が尖った尖底土器と呼ばれるが特

徴で . 文様は縄文や師阻を巷 き 付けた棒状の施文具で付けたl"\糸文 、 寵で付けた沈線

文 律状の地文具に豆郡や山形に彫刻し それを回転しながら付けた押型文 赤貝類

で付 Ij た条痕丈なピ 、 時期を追って変化する.撚糸文系では合い方から弁草式 夏島

式、稲荷台式、 花輪台式、 沈線文系では三戸式、 回戸ー下層式、 回戸上層式、 条痕文系
で は子母ロ式、 野島式、 制ガ島台式、 茅山式などの土器形式名が当てられている。
町内では長倉宮ノ前遺跡、木戸台遺跡、 篠本遺跡群など、 台地ょの遺跡から出土し 、
改葉町条痕文土器鮮は住居跡や炉穴 'i ピの遺械に伴う W'I が多い.

3 燃糸文系土器弁草式 (長宣宮ノ前遺跡出土)



4 繰糸文系土穏 夏島式(富ノ前遺跡出土)

5 燃糸文系土器 亙島式(宮ノ前遺跡出土)

2 



6 燃糸文系土器弁章。豆島式 (篠本神山谷遺跡)

7 燃糸文系企器稲荷台花蛤台式 (篠本仰山谷遺跡)

3 



8 燃糸文系土器花循台式(篠本城山遺跡) 4 



10 繰糸文系土器 lE鎗台式 (篠本減山遺跡)

(篠本滅山遺跡)

11 燃糸文系無文主器往繍台式
(篠本械山遺跡)

13 燃糸文系無文土器花愉台式 (篠本線山遺跡)

6 



14 涜線文系土器 図戸下層式 (篠本神山谷遺跡)

15 涜線文系土器 図戸よ膚式 (篠本神山谷遺跡)

4込
16 沈線文系土器 図戸上層式 (篠本城山遺跡)

7 



底部

茅山式

茅山式
17 条復文系土縫 (木戸台遺跡)

組ヶ島台式
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18 条復文系土様子信ロ式 (篠本神山谷遺跡)

9 



3 前期

前期Il.今から 7千年前から5千年前頃で 土器は安定島のある平底に賓わ 11 .ロ縁が山

形に波打つような依が~ <なる.平底的土器が増えたことは、住居 を構えるようになり 、
定{主化が'"んだ事によると考えられる.土器型式では花積下層式、関山式、思浜式.措磯

a . b • C式 浮島式、+三菩提式、興津式なピがあ り ‘ 前半期 li 蝿文を F用した文織が多
いのに対 L、後半期は寵での沈線文や刺吏文、貝伎を使ったコノパス文 ・ 爪形文紅どに代
わる.特筆されるのは前半期の蝿文では.普通の単節縄文だけでなし蝿を結Uつけた結

節文、太い縄に担い蝿を絡み付けた付加縄文、組組文なピ およそ考えられる蝿文がこの
時嗣に畳場している.

町内の喧跡では、篠本町神山谷遺跡から間中式 黒浜式 時制使式 浮島式.興津式が出

土し、同追跡で liM.羽式嗣町住居跡が 3 軒検出されている.また、同じ臨本遺跡事半田新台
遺跡では柿磯a式土器が、住居跡から出土している .

波状ロ縁結節文

19 縄文深鈴協土器 開山式{篠'"仰山谷遺跡)
組紐文

20 波状口縁縄文土器 胤浜式 (筏本縛山谷遺跡)
10 



E J 

主幹裁竹智文

, 

付加縄文

21 縄文深鉢形土器 鳳浜式 (篠本神山谷遺跡)
11 



23 向湾回線潔鈴修土鶴

闘磁b式

渡状ロIt深S率先多土曇

格破a式 (篠本新台遺跡}

ぜ事‘|
24 .盤玉状浅鯵形土器

踏破a式

25 獣E杷手付深鈴形土11 緒磁b式

浮島武

27 押し引き文繍繍み復文深鯵形土穣興湾式

前期後葉の土器 (22を除き徳本神山谷遺跡) 12 



" 

中期は、 縄文時代でも最も栄えたときで、作られた土器も最も大きく 、 文様や装飾が

豪快に勢い良〈付けられているものが多 l 、。しかし、初期には未だ前期の名問を示して

地味な文様であり、終末期には全体的に衰えて文様が単純になると云う桂過を辿る.ま

た、 この時期 1 ;1 、 人々的交流も活発になったと思われ、土器によっては他地続の景j曹を

受けたり 、 そのものが搬入されたような土器もある.土器の升2 も豊富にな1}、深鉢形だ
けでなく 、 法鉢形や有孔鍔付土器、器台など、 用途不明なものまで現われて来る。
土器型式では 、 五領ヶ台式に始まり 、 阿五台 1 . rr 皿 W式、 加曽制El ・ 2 ・ 3 ・

4 式などがあ1} 、 これらに混じって勝坂式や曾利式、大木式、 明月あ式なピが舵曹を与え

ている。
町内町遺跡も 、 この時期には増加して 、 大集落が発見された東長山野遺跡初め、 姥山

貝塚、中台貝塚、木戸 台貝塚、ヨ民生駒込遺跡、 臨本神山谷遺跡など 、 あちこちに散在す
る.また、 この時期には貝塚が形成され、土器とともに貝殻も出土する。

28 深鉢形土擦 五領ヶ台式 (篠本線山遺跡)

29 藻鉢形土器五領ヶ台式阿玉台 I 式土器 (東長山野遺跡)



30 111状偲手付漂'*形土器問玉台 1 b式 (東長山野i量跡 継定高120聞}
14 
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31 平緑深鈴修土器阿玉台 1 b式 {高さ 33 . 2聞)

平線漫鈴修士宮署
阿玉台 1 b式

32 平緑藻鈴形土器阿王台 1 b式

33 写緑藻鈴形土器 阿王台 1 b式

37 波状口線浅鈴形土器 開玉台 1 b弐 (後定ロ在55 . 0朋)

38 平織犯手付浅鈴形土器 阿玉台 1 b式 (鍵高22.4cm) 39 平崎漫鈴形土器 阿玉台 1 b式 (錐定ロ笹40. 6叩)
中期前半の土器 (東長山野遺跡)



41 
岡玉台 E 式

40 ~実状ロ縁深鉢形土器 開玉台 E 式 (権宣高50. 0聞)

42 乎緑;家鈴形土稼阿玉台 1 b式

φ期前半の土器 (東長山野遺跡)

" 
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43 深11形土鎗の扇状杷手
阿玉台 1 b式

44 深鉢形土器の
ロ縁装飾
阿玉台 1 b式

45 j!震鈴形土器のロ録文織

46 深鉢形土器の但手阿玉台E式

4ゅー-
47 深鉢形土鍵阿玉台国式

49 深銭形土I! 岡玉台図式

叩 E袈鈴形土器阿玉台E式 {推定高田仇m ) 51 深鈴形土鰭阿玉台皿式 (縫定/1;37 印刷

中期前半の土器 (東長山野遺跡)



52 ;l室状ロ縁漆鈴形土器 阿玉台N主主

(推定高田""") 

54 絶手付書鈴形土器問玉台W式
{推定高32 加n)

53 泡手付深鯵形土IJ 阿玉台W式
(推定高29 加的

55 l愛状目録深鉢形土梶阿玉台W式

中期中葉の土穂 (東長山野遺跡〉

" 
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日絶手付課鈴形土器開玉台W式

(推定高32 仇m)

58 抱手付深鈴修土鶴 岡玉台W至宝
{権宜高38 仇耐

57 渡状ロ.~震鱗形土舘 岡玉台W式
{権定高36 仇m )

59 把手付ilI鈴形土器加嘗利EI 古式
(後定商33 . 0cm)

中期中葉の土器 (東長山野遺跡)



60 波状ロ縁漆鈴形土寝間玉台W式

(推定高33 . 0cm ) 61 波状ロ縁深鉢形土器岡玉台N式

(推定高四仇桐)

62 波状ロ縁把手付深鉢形土器
加曽利E 1 古式

(器高36 批m)

62よ方から

中矧中策の土器 (東長山野遺跡) 20 
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63 議状ロ緑浅鈴形土器
(口径45 . 8聞)

日土器台加曾利E 1 式

〈推定高8. 0cm )

64 滋状ロ縁浅鈴形土器岡玉台N式

{口径47 . 2cm )

65 波状ロIl浅鉢形土器阿玉台W式

{ 口 fl48 . 6cm )

中期中薬の土器 (東長山野遺跡)

日上方から

64上方から

加曾利EI 式

日上方から



69 絶手付深鉢形土器加嘗利E 1 式
(鑑定高42.0cm)

72 平縁深11形土器加嘗利E 1 式 (器高40 . 0cm )

70 平線深鱗形土器加嘗利E 1 式 (器高担 5間)

71 平緑深鉢形土器加曽利E 1 式 (器;1;40 仇m)

把手付深終形土器

加管制E 1 式

(器高35 仇m)

中期中葉の土器 (東畏山野遺跡) 22 



23 

74 平縁漂鉢形土器

加曽利E 1 ;式
(錐定;1;29 仇m)

75 平縁軍鉢形土器
加曽孝司EI 式 (推定高28 仇m )

76 渡状口縁深鉢形土器
加曽利E 1 式

(推定高30 仇m)

JJ 平縁深鉢形土器加曽利E 1 式 (器高334cm )
l8波状口緑深鈴形土器 加嘗利E 1 式 (器高37 . 0叩)

中期中獲の土器 (東畏山野遺跡)



J9 平繰把手付軍鉢形土器

'"曽刺E 1 式 (機定高22 . Otm) 

80 平縁漂鯵fI~土111

加管利E 1 式 {錐定高40 仇m )

81 把手付漂鈴形土縫加曽刺E 1 式

82 平総深鉢修土携
加曽利E 1 式 (器店21 恥m)

旧渡状口緑藻鉢形主繕加曽利E 1 式

84 波状ロ縁深鈴形土様
加曽利El式 {器高2 1. lcm) 

。期中葉の土器 (東畏山野遺跡)
24 



85 渡状ロ縁深鈴形土器 師平総理鉢修土器

加"利E I 式 (推定高38. Ocm) 加曽利E I 式 {権定高45 恥附}

87 'l'緑深鯵形土様
加曽利E I 古式 (推定高44. Ocm)

88 平総漂事事形土器
阿玉台W式 (推定高35. 0叩)

中期中葉の土器(東霊山野遺跡}

25 



田赤彩把手台付浅鯵形土器

加曽利E 1 古式

(器高23 . 9cm )

89出土扶況

91 赤影杷手付浅鈴形土器

加曽利EI 古式

(権定高17 仇m )
加曽1向IJEI 古式

(口径27 . 2cm )
中獄中葉の土器 (東長山野遺跡) 26 



92 平縁浅鈴形土器岡玉台W式 (後定ロ桂52. 4cm)

田平縁浅鉢形土器開玉台lV式 (推定口径42 . 5凹)

需型軍予
一一一一 司司司.，.
94 平縁浅鯨形土器 加管利E 1 古式 (彼定口径36.8cm)

91 小型土犠
阿玉台E式

(穂高4.5cm)

止斗|
式
問

器
W
7

土
台
田

川
四
日
制

円
引
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95 平縁浅鉢形土器加曾科医 1 古式

(錐定口径22 . 6cm )

27 中期φ薬の土縛 (東長山野遺跡)

96 平縁浅鉢形土器加曽利E 1 古式

{推定口径44.6cm)



戸玄二予三骨骨乙子育ZZ |

99 赤彩写縁浅僻形土器
加曽利E 1 式
(口径48.3cm)

102 平縁浅鈴形土器加曽利E 1 式 (口径2 1. 5cm) 

104 
中期中葉の土器 (東長山野遺跡)
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叩5 百聞東信州系の土器

106 酉周東信州系の土器勝坂3式

107 館後系の土器

属高式

中期医科業の他地績の影響を受けた土器 (東長山野遺跡)



108 平縁潔鉢形土器加曽利En 式

(器高3 1. 8cm) 

110 平縁深鉾形土器加曽利En 式

109 液状ロ緑藻鉢形土器加曽利En 式

(器高35 . 2cm )

111 波状ロ縁深鉢形土器加曽科IE n 式

(器高33. 2cm) 

{器高34. 0cm) 中期後薬の土稼 (東畏山野遺跡)
30 
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113 平総深鉢形土鯵
加曽1同IJ En 式

(錐定商38 仇m)

116 平総鉢彬土器
加曽利Eu 式

(後定高27 . 4cm )

- ・ w ‘
〆‘J ・--，日 h

"{ .~ 1 . ・

中期後棄の土器審 (東長山野遺跡)



117 平総潔鈴形主舞加・利En式 (ロ笹田 Ocm)

118 平緑藻鈴鯵企器
加・刺En 式{穂高68. 8cm)

119 浅鈴形土器 加・~JE n 式 (ロ桂48 仇m)

費棺菖に使われた土器 (東長山野遺跡)
J2 



12刀小型土器加曽利Em式

[東長山野遺跡器高9. 2凹)

122 平縁鉢形土器加曽刺Em式
(東盛山野遺跡標高25. 5cm)

JJ 

124 
波状回線深銭形土製

加・利EW式
(中台貝塚
器商47 . 3cm )

中期末薬の土穂

121 平縁深鉢形土器加曽事よEm式
{東長山野遺跡}

123 平録把手付'*形土寝泊曽利Ew式

(中台貝標器禽15. 4聞)

125 
2貧状口総深鈴影土器

加曽利EW式
(中台貝塚
鎗定高羽 aeml



後期になると土器口、全体的に小採りになり 、

文線は寛容きの沈線でモチーフを描いたのが三流

となり 、 立体的な文様は少なくなる。器形は;案鉢

浅鉢に加え、 ä~' ロの付いた J主ロ土器が出現する 。

土器型式で 1;1、称名寺式、 堀ノ内 1 . 2 式、 加曽
手 1181 ・ 2 ・ 3 式、 曽谷式、 安行 1 . 2 式がある。
町内では中台貝塚、 姥山貝塚、 芝暗中島遺跡の

ほか、 i止ま也でまれに単独で出土する.

126 漆嗣狂器一称名専式ー(iþ-'è貝塚)

128 波状ロ縁漆鉢形土器
寝ノ同 1 式

127 ;;袈鉢形土器 称名寺式

(芝崎<!>島遺跡)

(芝崎中島遺跡錯高19.6cm)

129 波状ロ縁深鈴形土緯 堀ノ向 I 式 (中台遺跡)
34 
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1却渡状口縁深鉢形土揚
加曽利B 1 式

(東畏山野遺跡)

133 波状ロ緑深鈴形土器
加嘗利B 1 式

(中台貝塚器高18 . 5叩)

137 液状回線
深鈴形土器

加曽利B 1 式
(姥山貝塚)

132 波状ロ縁浅鈴修土器
加曾利B 1 式

(中台貝塚口置1B 仇m )

131 平縁潔鯨形土器

加曽利B 1 式
(ゆ台員獲器高11 仇m)

134 平縁鈴形土器
加曽和IJB 3 式

(中台貝塚器高18. 6cm )

138 渡状口線深鈴形土器
加管制B3 式

(芝崎遺跡)

135 平縁終形土器
加省利B1式
(中台良容
器高1 3 . 2cm) 

136 台付き鈴形土器台部
加.利B 1 弐中台貝i家)

139 紐線文土器
加智利B1式

(三反図遺跡)



，....・.

Eろふ
6 晩期

140 波状ロ緑潔銚形土摺

安行 i 式 (姥山貝忽〉

晩期的土器 I~、全体に it途 I J 小型である傾向で、
表面は磨かれて精轍に仕上げられ、 硬質である .
中には意織的に黒〈作られ、店容器のような感触を

有する.土器型式では安行 3 式、 時山式. 前浦式

千網式 荒海式があ I J 、弥生土器へと変化する。

遺跡では姥山貝床が主で.その近〈に弥生に変

わる宮ノ前理帥がある.

142 波状ロ縁潔鉢形土器
安行 3.式 (姥山貝縁)

144 渡状ロ縁深11形土揚

姥山式 (姥山貝縁)

141 漉状ロ縁深11形土器
安行 2式 (鍵山貝忽)

143 波状ロ縁深鈴形土器
姥山式 (姥山貝塚)

145 波状ロ緑藻飾形土甥 前浦式 (東長山野遺跡)
36 
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146 
壷形土器
安行 3 ，式

(器高9. 5叩)

1 48 浅鉢形土器安行 3 ，式

150 主主鈴形土器 安行 3 ，式

151 浅鉢形土器安行"式

晩期の土器 (姥山貝潔)

149 深鉢形士総安行 3 ，式

152 浅鉢形土器安行 3 ，式

153 紐線文土器安行 3 ，式



154 広口壷形土器
子綱式

(姥山貝j~ 器高7， lcm) 

千嗣式 (姥山貝縁)

155 壷彩土器
予納式
(姥山員啄)

158 深鉢修土器予網式 (姥山貝塚)

156 軍鈴M土鰐
子網式 (姥山貝塚)

r 

1 59 浅鉢形土器千網式 (姥山貝忽)

160 深鈴形土器荒海式 (姥山貝爆)

163 深鈴形土器荒海式

165 小型畳形土器
荒海4 式 (長倉吉ノ前遺跡)

161 深鉢形土器
千網式(姥山貝嫁) 162 浅銚形土様子網式 (姥山貝忽)

1制聾形土器

(篠本城山遺跡)

166 浅鉢形主器 167 壷形土器
荒海 4 式 (長倉宮ノ前遺跡) 策海4式 (長倉宮ノ前遺跡)

晩期末から弥生時代中期初頭の土器
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168 壷形土器商聞東系久ヶ原式

(長倉鍛，台屋台遺跡)

169 亜形土器北関東系
(畏倉鍛冶屋台遺跡
銭高 11 批m 1

縄文を付した弥生時代の土鰐

おわりに

ここに掲載した資料は、紙数の関係から代表的なものを取リよげたに

すぎない.このほかにも多〈の土器があリ、また破片も含めると膨大な

数に上 る。ここに示したように、 横芝光町では、 今から l 万 2 千年前の

縄文時代草創期から 2 千年前の弥生時代に代るうとする時までの、 約 l

万年の聞の土器が連綿と出土している。中には一時的に欠けているもの

もあるが、 このようにほぼ網羅的に縄文土器が観られる所は決して多〈

な L 、。また 、 縄文時代が最も栄えた中期において は、 町内でも大きな集

落が形成 さ れ、 その跡からは膨大な土器が出土 L 、 ここに掲載し た土器

の多〈を占的た。その土器を観ると 、 縄文時代人が多様な文化を持ち 、

いかに豊かな生活をおくっていたかが想像される。ま た、 土器に観るそ

の創造的豊かさは、 縄文人の精神性が慢れていたことを怒起きれる。そ

れは こ の地の環境が豊かで、良揖であった こ とを物語っている。今から

5 千年も前町土器を見ながら、これからもこの地の環境を受け継がれて

行く こ とを望みます。

平成29年度企画展

「縄文土器 その造形と機能美」
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